
し、

四
月

た

け

乾

燥

場

敲
近
、
喜
多
地
区
で
起
き
て
い
る
火
．

災
の

8
ー
9
割
ま
で
が
、
し
い
た
け
乾

燥
場
の
火
災
で
す
。
し
い
た
け
の
乾
燥

時
肌
、
充
分
気
を
付
け
て
下
さ
い
し

ー
し
い
た
け
乾
燥
機
似
、
1

蘭
湿
む
火

晶
を
つ
か
い
ま
す
。
火
災
の
原
因
と

な
り
や
す
い
状
態
で
す
か
ら
、
火
災

む
心
配
の
な
い
完
成
品
を
使
用
し
て

下
さ
い
。
特
に
小
口
生
産
者
が
、
ベ

ニ
ャ
板
等
で
作
っ
た
乾
燥
箱
侭
、
バ

ー
ナ
ー
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
入
れ
て

侠
っ
て
い
る
心
の
は
、
大
変
危
阪
で

す

。

す

ぐ

や

め

て

下

さ

い

。

．

2

乾
燥
の
前
に
は
、
必
ず
点
検
し
ま

し
よ
う
。

山
バ
ー
ナ
ー
は
、
給
油
装
置
の
点
検
[

を
密
に
し
、
油
も
れ
の
な
い
よ
う
[

゜
て,＂v
 

仰
鉄
管
又
は
ド
ラ
ム
管
ヵ
マ
ド
等
や
i

ぶ
れ
た
ら
、
継
き
目
の
す
き
ま
ょ
[

り
火
の
危
れ
な
い
よ
う
気
を
付
け
・

て
見
ま
し
よ
う
。

栄
養
状
態
の
悪
い
と
き
や
病
後
で
体

か
弱
っ
て
い
る
と
き
な
ど
、
口
内
災
匠

i

伽
使
用
し
な
い
間
匠
、
ネ
ズ
、
ミ
が
わ
か
か
り
や
す
い
危
の
で
す
。
よ
だ
れ
が
．

ら
く
ず
や
紙
く
ず
な
ど
、
も
え
や
急
に
多
く
な
り
、
含
げ
ん
が
悪
い
よ
う
・

す
い
危
の
を
運
び
こ
ん
で
い
る
こ
な
と
含
は
、
口
の
中
を
見
て
下
さ
い
。
．

と
か
あ
り
注
す
。
よ
く
掃
除
し
て
．
口
の
中
匠
白
い
乳
か
す
の
よ
う
な
危

使

用

し

て

下

さ

い

。

．

の

が

つ

い

て

い

て

、

ふ

い

て

忍

と

れ

た

＆
乾
燥
の
仕
上
り
前
に
は
、
乾
燥
嶋
い
よ
う
な
ら
低
口
榊
（
が
こ
う
そ
う
）

全

体

が

極

度

匠

乾

ぎ

、

少

し

の

火

気

で

し

よ

う

。

む

り

匠

は

が

そ

う

と

す

る

焔

字

耳

五

立

幽

[

は

間

熱

で

で
引
火
し
危
験
で
す
。
気
を
付
け
て
[
と
出
血
し
ヽ
ロ
中
が
し
み
て
い
た
む
の

目
を
は
な
さ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
で
、
姦
乳
を
の
ま
な
く
な
り
注
す
。
＼
昭
和
四
六
年
三
月
十
九
日
付
県
森
ー
、

1

1

い

。

口

ひ

る

む

う

ち

側

や

歯

ぐ

き

が

赤

く

連

椎

茸

市

売

隼

務

所

よ

り

油

性

(

‘

灯

袖

4

乾
燥
場
の
適
当
な
位
置
匠
、
消
火
た
だ
れ
た
よ
う
匠
な
り
、
の
ど
の
奥
や
重
油
）
汚
染
椎
茸
、
は
、
全
固
椎
茸
商
業

器
、
又
は
バ
ケ
ッ
匠
水
を
入
れ
て
伽
]
古
の
横
、
ほ
お
の
内
側
な
ど
匠
白
い
丸
組
合
連
合
会
か
ら
食
品
衛
生
法
違
反
の
一
、
異
勤
届
に
つ
い
て

え
つ
け
、
万
一
匠
備
え
て
下
さ
い

0

．

い

小

さ

い

恋

の

か

い

く

つ

か

て

き

て

い

疑

い

で

販

売

禁

止

忙

な

っ

た

の

で

、

出

国

保

の

被

保

険

者

が

異

動

し

た

時

一

．
る
よ
う
な
ら
ア
フ
ク
性
口
内
炎
で
衷
！
ン
荷
し
な
い
椋
匠
と
の
1
迂
絡
が
あ
っ
た
し
は
必
ず
保
険
証
と
印
か
ん
を
持
参
し

手

当

を

す

れ

は

普

通

四

、

五

日

で

渉

伍

当

町

内

で

は

、

こ

の

原

因

と

な

る

直

火

・

て

、

十

四

日

以

内

に

届

け

て

下

さ

い

。

固

保

｝

も

の

で

す

か

、

つ

き

つ

き

と

ア

フ

ク

が

．

乾

燥

場

ゃ

簡

易

な

箱

製

匠

石

油

ス

ト

ー

．

例

切

死

亡

、

仰

出

生

割

転

出

笑

い

が

健

康

匠

良

い

理

由

は

二

つ

あ

＿

]

で

き

て

、

数

十

日

忍

か

か

る

こ

と

も

あ

．

プ

等

を

入

れ

て

乾

燥

し

ズ

居

る

忍

の

が

[

伯

転

入

伽

転

届

側

会

社

等

●

り

注

す

o

第
[
は
愉
快
に
声
を
出
し
て

り
ま
す

C

数

節

あ

る

と

思

い

ま

す

が

ド

直

火

の

も

[

の

保

険

匠

加

入

し

た

時

ヽ

切

会

笑

う

と

、

全

身

の

血

液

ヽ

こ

と

に

首

か

ひ

ど

く

な

ら

な

い

う

ち

匠

医

師

の

治

の

は

間

熱

乾

燥

匠

改

造

、

箱

め

中

応

ス

社

等

を

退

職

し

て

保

険

が

登

れ

ら

頭

匠

行

く

血

液

が

盛

ん

忙

流

れ

る

よ

療

を

受

け

ま

し

よ

う

。

ト

ー

プ

等

入

れ

て

乾

燥

し

て

い

る

ぶ

の

ー

た

時

し

う

た

な

っ

て

、

頭

の

疲

れ

が

と

れ

注

す

。

・
赤
ち
ゃ
ん
か
痛
く
て
乳
首
忙
吸
い
つ
．
は
、
練
炭
ま
た
は
木
炭
忙
て
乾
燥
し
て
（
~
忠
う
―
つ
は
愉
快
忙
笑
う
と
、
自
律
神

．
紆
と
ホ
ル
モ
ン
の
関
係
で
血
液
の
酸
性

五

ツ

な

い

よ

う

な

ら

、

母

乳

を

茶

わ

ん

匹

／

下

さ

い

。

'

.

/̀ 

し
厄
り
、
ス
プ
ー
ン
で
少
量
ず
つ
口
に
t,＂

,
1
 

~
流
し
こ
ん
で
や
り
ま
す
。

＂
＼
．
．
~
ー
＇

~·,' 

四
月
十
八
日

1
:
~

．
ー

天

皇

、

皇

后

両

殿

下

の

餌

臨

席

の

下

．

お

L
ち
ノ
せ

f
.
 

如
開
か
れ
た
鳥
取
、
島
根
両
県
共
催
の
＂

’~· 

植
柏
祭
及
び
全
国
緑
化
推
進
大
会
忙
於
没
乳
児
健
康
相
談

て

、

上

鹿

野

川

の

富

永

広

氏

が

緑

化

功

l

日

時

朽

芹

5
場
所

労
者
と
し
て
、
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
•
四
月
二
十
八
日

さ

れ

注

し

た

。

こ

れ

は

永

年

に

亘

る

林

・

午

後

一

時

l
三
時

業

匹

対

す

る

偉

大

な

る

功

箱

匠

よ

る

も

・

役

場

会

議

室

私
た
ち
忙
と
っ
て
最
危
身
近
か
な
町
な
お
、
当
日
業
務
や
病
気
、
旅
行
だ
む
で
あ
り
、
林
業
の
町
肱
川
町
の
誇
り

2

該
当
者

訊
会
議
員
の
選
挙
は
、
来
る
四
月
二
十
ど
の
た
め
忙
投
票
如
行
け
な
い
人
は
、
と
し
て
共
に
祝
意
を
表
わ
す
る
共
に
、
ー
會
生
後
ニ
ヶ
月
か
ら
ぉ
誕
生
ま
で

五

日

匠

行

な

わ

れ

ま

す

。

不

在

者

投

歎

が

で

き

ま

す

。

く

か

し

く

永

く

氏

の

栄

養

を

た

た

え

た

い

と

存

じ

の

赤

ち

ゃ

ん

。

投

票

は

、

朝

七

時

か

ら

午

後

六

時

（

は

町

の

選

挙

循

理

委

員

会

へ

早

め

に

ぉ

ま

す

。

森

妊

婦

健

康

相

談

l

日

時

及

び

場

所

中
津
・
中
居
谷
は
午
後
五
時
）
ま
で
で
き
き
く
だ
さ
い
。

す
。
皆
ん
な
そ
る
っ
て
投
票
侭
出
か
け
{
[
•
四
月
＝
」
十
日

い

。

午

後

一

時

ー

三

時

・

ま
し
よ
う
。

（
ま
だ
役
勘
妬
妊
嫉
届
を
出
し
て
．

な
い
方
忍
是
非
お
い
で
下
さ
い
）

没
出
張
衛
生
相
談

小

薮

集

会

所

四

月

二

十

七

日

嘉

扱

集

会

所

五

月

六

日

中

津

集

会

所

五

月

七

日

時
刻
ー
，

午
後
一
時
半

i
三
時
半

の

火

災

町
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日

十

五

日

冒八

り］］ 
発行

肱川町

{ ; : 
1. 2 (） 

絹 : 集

総務課
1 9 71. 4. 2 0 

'1'図L

乳
幼
児
に
多
い

内
炎

健
康
忙
つ
い
て

笑

い

健
康
作
戦

1

1

 

国
保
か
ら
破
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

肱川土場木材相場衣 乾しいたけ相場表

富
永
広
氏
長
官
賞
受
賞

の

効

用

一

他

は

い

玉`

疇
一
覆
〗
□
噂。

c
 円

8
一
の
レ
～
6ロ

一

で

引

り

m

月

格

差ど`

4
-
J
C
松

15
末

25

生

の

な

_

-

7

一
場
料

6丁
—

|
|
[
5
0
-
3
7
-

〗
二□
口
〗
二円賃

`
6
8
5
6
5
5
5
6
6
4
-
4
8
4
1
6
1
6
0
-
2
7
2
0
3
0
4
0
1
5
7
2
m
-

丁―
,

i

-

――
-
1

町
運

L

一

下

上

＿

上

上

量

1
1
9

一下

ロ
”
8
1
1
3
0
-
7
8
1
1
6
-
7
8
1
6
3
0
-
1
2
-
1
3
:
即

匠・故

未

：

一

は

）

。

ー

ー

＿

o
-
O
叫
一
表
り
す

2

ロロ本当て

01 
長
了

4. 2 m 
l ----

3.0 m 

3.2 加

2.0 m 

雑パ）レプ材

1.5 77l~2.1 7n 

末口 6信上

19円50銭

松箱材

2.1m 

末口 14cm上

30円～ 35円

県森連椎茸共販売所匠於ける相場

1入札の月日 84 6. 4. 7 

出品数錆 805点 21,860]<9 

2．価格高値 3,770円

中値 2,6 5 6円

安値 1,620円

3．概要

前回に比ぺ，ドンコ系の出品が目立

ち，梢はい状態o 全般的而況として

は保合o

セロ 3.40 0 

大葉系 3,00 0-3,10 0 

中 肉系 2,5O 0-2,8 0 0 

小 葉 2,200中心

ドンコ上 2,9 0 0-3,0 0 0 

並ドンコ 2,600中心

小粒トンコ 1,9 0 0-2.0 0 0 

下 物 2,10 0-2.3 0 0 

◎次回市 4月18日． 4月26日です。

5日前位妬出荷して下さい。
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の 斗さ
..,..≪ 
ヽ と

3月 日

日

日

3

5

6

 
（肱川県立

8日

2
 

1 3.日
ヽ
， 

1 5日

2 0日

日
2 2日

2 4日

2 5日

2 6日

3 0日

、’ノ

、’ノ

昭
乱
四

く

し

犬

病

予

も

う

一

っ

か

ま

す

の

た

。

．

録

と

予

防

ょ

う

ど

逆

に

＊

日

程

血

か

頭

に

の

厄

っ

て

し

、

う

っ

血

・

五

月

十

日

曜

し

て

流

れ

が

悪

く

な

が

重

く

な

り

・

・

中

居

谷

所

ま

す

。

そ

し

て

全

身

液

の

酸

性

の

．

午

前

九

時

l
九
時
半

展
合
が
強
く
な
り
注
[
•
正
山
小
学
校

酸

性

度

が

強

く

な

る

と

血

液

が

バ

イ

薗

[

午

前

JL時
四
十
分

を
殺
す
力
が
弱
ま
る
と
共
匹
カ
ラ
ダ
全
•
•
宇
和
川
銀
会
所

体

の

働

き

か

低

下

し

、

食

物

の

消

化

吸

[

午

航

+

時

+

収
の
力
も
衰
え
、
カ
ゼ
な
ど
心
引
き
や

す
く
な
り
ま
す
。
昔
か
ら
怒
り
っ
ぽ
い

せ
っ
か
ち
な
人
て
長
生
き
し
た
人
は
あ
．

り
ま
せ
ん
。
も
し
、
怒
り
っ
ほ
い
人
が
．

あ
っ
た
ら
、
こ
れ
か
ら
で
も
遅
く
は
あ

i

り
ま
せ
ん
。
爆
笑
を
起
す
雰
囲
気
を
作

P

一
り
、
笑
い
を
訪
う
工
夫
を
し
、
健
康
の
ぃ

泉
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
[

午
后

中
津
隻
会
所

午
后
二
時
半
ー

時

十
分

l
二
時

時
ニー

時
匹
十
分

の
翌で必

ず
、。

と

射

昭和'4 6 5
 

眉

＂ 
日
。 ン

↓
ヽ，ノ

献-r-
グッティの

ミートソース和え
~ ~ 

フライ

みそ汁

築前

ereコーヒー

たまどうどん

チース '

立

生乳

名

肱｝I センク

じゃがいも・油

砂とう

うどん

13 

木

14 

ぜんざい

りんご 1個

厚あけのそぼろ煮

ereコーヒー

（小）勘げバン
（中）ジャムバン

けんちん汁

白玉もちあぺ川

みそ汁

焼きそは

チーズ

カレーシチュー

ぶどうバン

フルーツ白玉

ソーセー

ポテトサラダ

ereコーヒー

ぁじフライ（ソース付き）

そ 汁
9 → 

きつねうどん

チーズ

きんぴらとぼう

フルーツサど

ホワイトシチュー

ぶどうパン

いそ

バナナ 1/2本

ムーンパイ

小麦粉甕白玉粉

さとう
”マ

マロニー・、油

さとう

じゃかいも

さとう。油

白玉もち・ー砂糖

じゃかいも

袖ぁけ・みそ

鶏肉望

天ぷら

献I灸l“卵・チーズ

天ふら・油厄こ

あずき

脱脂粉乳

豚ひ含肉

厚をげ拿ちくわ

摯豆脱

登
録
手
数
料

注
射
料
金

0
0円

六

0
円

五

一

日

（

火

賊

・
大
谷
小
学
校
下

午
前
九
時

l
九

役
場
前

十
一
時

ラダ

中華そは

うどん

スパゲッティ

・さとう

じゃがい忍

マロニー・油
.．--・ 

スパゲッティ

忙んにゃく
9 - - ～ ̀  

ムーシパイ・柚

はるさめ
マヨネーズ

油

泊J
- / 

きな粉愈

油あけ・

豚肉・ちく

チーズ

牛肉督粉チ

脱脂粉乳

スモークミー

人参。キャベッ

グリンピース

・キャペッ

ねぎ

ねぎ

ねき

ねぎ

・ねき

ねぎ

ーズン

6 8 3 

2 9.1 

b 3 8 

2 4. 1 

7 9 4 

2 7.8 

7 9 0 

2 8.0 

7 6 6 

2 4.0 

6 5 0 

2.8.1 

8 3 7 

2 4.6 

7 6 2 

2 8.3 

6 5 0 

2 7.1 

7 2 3 

2 4.8 
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